












年，「“カントリー・バイアス ”（CB：外国に対する心理的な “先入態度 ”）が消費者
の意思決定にもたらす影響」を考察する『CB研究』という領域が注目を集めている。
他方，この問いに関してはCB研究に先んじる形で，「“カントリー・オブ・オリジ















費者の購買意思決定へと至る各ルートの “前半部分 ”である “ 知覚された品質 ”に有
意な影響を与えうる」ものの，「COOそれ自体では，購買意思の決定に与える影響が












　このように “COO概念 ” の問題点が指摘される中，近年次第に「CB：外国に対す
る心理的な “先入態度 ”」に注目する『CB研究』がなされるようになってきた。具











COO研究において，「“原産国 ” が，製品シグナルの 1つとして有力な情報となりう
る」点が確認されるとともに，近年はこれら研究の限界を補いつつ，また，各時代に
おける史実の展開に 5年～ 10 年ほどのタイムラグを伴う形で，CB研究が進められ
ている。これらの状況は，以下の表 1のようにまとめることができる。





 研究への展開」『立命館経営学』58（4）,61-82 の p.74）
　なお上述のように，CBに関わる各概念に関し，評価尺度が開発されてきたが，数
量データを用いた実証的な研究は始まったばかりであり，今後，その本格的な展開が


























の調査：米国製 vs. 日本製（Nagashima, 1970; 1977）
生産財のCOOイメージ：バイヤーによるサプライヤーの
選択に及ぼす影響（Hakansson & Wootz, 1975）
手がかり情報としてのCOOの限界：所有やファミリアリ
ティが及ぼす影響との比較（Johansson et al., 1985）
１９６０年代 １９８０年代１９７０年代
パトリオティズム、ナショナリズムとインターナショナ




品態度の変化：イタリア製 vs. 日本製（Reierson, 1967）
輸出入総額の逆転（財務省貿易統計, n.d.） 日本製乗用車の需要急増と日米貿易摩擦の激化高度経済成長期を支える基盤の整備
COOと製品評価プロセスモデル：国外製品への信念や
態度に及ぼす影響（Erickson et al., 1984）
消費者セグメントとCOO効果：教育水準や政治的なスタ
ンスと原産国効果（Anderson & Cunningham, 1972）





vs. 日本製（Schooler & Wildt, 1968）
１９９０年代
消費者コスモポリタニズム（Cannon et al., 1994）
経済的ナショナリズムの概念化と類似概念との弁別妥




ジョイント分析の適用（Ahmed & d’Astous, 1995）
対日アニモシティ・モデルの検証（Klein et al., 1998）
消費者世界志向とナショナリズムが国内外の製品評価
に及ぼす影響（Rawwas et al., 1996）









ティ・モデル（Jaffe & Nebenzahl, 2006）
文化的志向性とCOO効果：集団主義 vs. 個人主義



























クに関する質的調査（Oberecker et al., 2008）
グローバル消費者文化の構成要素としてのコスモポリ
タニズム（Cleveland & Laroche, 2007）
エクイティ・レベルが異なるブランドのCOO情報が、製
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